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1 事業提案の背景

液体水素は貯蔵密度に優れ、大型車両・鉄道・航空機用途に期待。提案背景

◎ モビリティ(移動体)の電動化に向け、
燃料として液体水素貯蔵を利用する検討が世界的にに進められている。

出典 : 『NEDO燃料電池・水素技術開発ロードマップ』 (2024年度版)

















©NEDO エネルギー・地球環境分野成果報告会2026 禁複製

２ 事業目標と達成シナリオ…研究項目

研究実施計画
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目標 : 液体水素の貯蔵・充填・供給に係る物理的挙動を解明し数理モデルとして記述。
モビリティ用の液体水素貯蔵・供給システムの開発に資する。

アウトプット : ① タンク内で起こる液体水素の熱流動現象の可視化と把握。
②液体水素貯蔵に係る物理現象予測に活用できる、実験で検証されたCFD/ROMモデルの構築。
③実機では検証ができない、急制動、異常入熱、緊急減圧、などの事象模擬。

3 出口目標 = アウトプット = 技術の汎用化

© 東京大学








